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郵
便
輸
送
に
お
け
る
安
全
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

郵
政
事
業
の
逓
送
部
門
は
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
の
旧
逓
信
省
決
定
に
よ
り
、
そ
の
年
の
一
二
月
に
発
足
し
た
「
日

本
郵
便
逓
送
株
式
会
社
」
（
以
下
「
日
逓
」
と
す
る
）
と
、
そ
の
関
連
会
社
に
よ
っ
て
、
現
在
ま
で
担
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
逓
送
業
務
に
お
い
て
、
安
全
管
理
上
の
重
大
な
問
題
が
放
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

一

現
金
輸
送
の
問
題
に
関
し
て

現
在
、
特
定
郵
便
局
（
以
下
「
特
定
局
」
と
す
る
）
で
取
り
扱
う
現
金
に
つ
い
て
、
各
々
決
め
ら
れ
て
い
る
運
転
資
金
以

上
に
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
額
は
、
「
資
金
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
、
管
轄
の
普
通
郵
便
局
（
以
下
「
普
通
局
」
と
す

る
）
か
ら
特
定
局
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
運
送
は
郵
政
事
業
庁
が
運
送
委
託
契
約
を
し
て
い
る
日
逓
及
び
関
連
会
社
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
運
転
手
一
人
の
み
の
乗
務
で
、
三
な
い
し
四
局
の
特
定
局
と
ポ
ス
ト
か
ら
の
郵
便
取
集
め
を
行
う

コ
ー
ス
ま
わ
り
の
際
、
同
時
に
そ
の
運
送
を
行
っ
て
い
る
。

逆
に
、
特
定
局
で
の
取
扱
い
で
一
定
額
以
上
超
過
し
た
額
に
つ
い
て
は
「
過
超
金
」
と
呼
ば
れ
、
特
定
局
か
ら
普
通
局
に

運
送
さ
れ
る
。
こ
の
現
金
の
運
送
も
一
名
で
行
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
「
資
金
」
「
過
超
金
」
と
も
に
、
時
と
し
て

一



数
億
円
に
達
す
る
場
合
が
あ
る
。
郵
便
局
で
扱
わ
れ
る
こ
う
し
た
現
金
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
国
民
の
財
産
で
あ
り
、
そ
れ

が
こ
の
よ
う
な
無
防
備
な
状
態
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
し
え
な
い
。
同
時
に
そ
れ
は
運
送
業
務
に
た
ず
さ
わ
る
運

転
者
が
過
重
の
危
険
に
日
々
直
面
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
の
郵
政
省
（
当
時
）
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
五
九
・
二
合
理
化
」
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
、
こ

う
し
た
運
送
業
務
は
、
運
転
者
と
し
て
の
日
逓
社
員
と
、
郵
便
や
現
金
等
を
扱
う
郵
便
局
員
の
二
人
乗
務
で
行
わ
れ
て
い
た

と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
現
在
、
現
金
輸
送
を
行
う
他
の
民
間
会
社
で
は
二
人
以
上
の
乗
務
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
。

早
急
な
措
置
を
講
じ
て
、
二
人
乗
務
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
責
任
あ
る
見
解
を
求
め
た
い
。

二

車
輌
保
管
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

日
逓
及
び
そ
の
関
連
会
社
は
、
郵
便
逓
送
の
車
輌
に
関
し
て
、
普
通
郵
便
局
構
内
に
夜
間
も
常
駐
さ
せ
、
局
敷
地
を
ガ

レ
ー
ジ
が
わ
り
に
使
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
行
為
は
「
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

（
車
庫
法
）
」
に
触
れ
る
行
為
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
局
に
車
輌
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
運
行
管
理
者
や
整
備
士
の
点
検
に
影
響
が
生
じ
、
運
転
手
に
よ
る
始
業
点

検
も
不
十
分
に
な
る
。
安
全
上
に
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

二



本
来
の
車
輌
保
管
場
所
で
は
な
い
局
構
内
を
使
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
早
急
な
是
正
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

三

労
災
隠
し
の
問
題
に
つ
い
て

業
務
上
の
交
通
事
故
に
つ
い
て
、
労
働
災
害
（
業
務
上
災
害
）
と
せ
ず
、
健
康
保
険
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
日
逓
が
す

す
め
る
実
態
が
あ
る
。

労
働
省
（
当
時
）
は
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
「
労
災
隠
し
の
排
除
に
つ
い
て
」
の
通
達
を
出
し
、
各
労
働
基
準
監
督
署

な
ど
で
事
業
主
に
対
す
る
指
導
を
行
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
事
態
が
芳
し
い
改
善
を
見
せ
な
い
こ
と
か
ら
昨
年
の
二
〇
〇

一
（
平
成
一
三
）
年
、
行
政
・
事
業
主
・
労
働
者
の
各
代
表
者
で
構
成
す
る
三
者
協
議
機
関
の
設
置
を
決
定
し
た
。

こ
の
よ
う
な
趨
勢
に
あ
り
な
が
ら
、
極
め
て
公
共
性
の
高
い
郵
便
逓
送
部
門
に
お
い
て
、
労
災
隠
し
の
実
態
が
放
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
実
状
を
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


